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2019年度有機化学II試験問題（伊藤眞人）90分 2019年1月22日（水） 

（注意）関数電卓持ち込み可。問題は各用紙の両面にあります。 

特に指示がなければ、有機化合物の回答は、構造式（簡略型でよい）を用いる（必要な水素を省略しないこと）。 

必要があれば次の原子量を用いてよい。C: 12, H: 1.0, O: 16, N: 14 
 

第１問 次の各反応の主生成物を答えなさい。(20) 
 

  
 

第２問 次の各反応の主生成物が正しい場合には○で答えなさい。間違っている場合には正しい主生成物を，逆向きの反応が進

行する場合には←を，どちら向きにも反応が進行しない場合には×を，それぞれ右に答えなさい。 (12) 
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第３問 ラジカル反応（遊離基反応）に関する次の文章を読んで下の各問いに答えなさい。(20) 
  ラジカル反応は、フリーラジカル（遊離基、ラジカル）を反応中間体として進行する反応であり、結合の開裂様式が（ ア ）

である点がイオン性反応とは異なる。 
ラジカル反応では、まず(a)開始剤と呼ばれる少量の物質が熱または光によって分解して遊離基を生じ、それが反応物と反応す

る（ イ ）反応が起こり、それから本来の反応が進行する場合が多い。たとえば、プロペン（C3H6）に対する臭素分子のラジ

カル付加反応では、まず臭素分子が光で分解して（ A ）が生じ、(b)それがプロペンと反応して新たな反応中間体が生じる。次

に、(c)この反応中間体が臭素分子と反応すると、生成物が得られると共に（A）が再生する。この二段階の反応を一般に（ ウ ）

反応という。この反応での全体としての物質の変化は、（ウ）反応だけを考えればいい。この反応のように、少量の開始剤の反応

をきっかけとして始まり、次々に進行する反応を（ エ ）反応という。 
 プロペンに対する臭化水素の付加反応の際に少量の臭素分子が存在すると、上の段階(b)までは同じように進行する。段階(b)で
生じた(d)反応中間体は、周囲の臭化水素分子から（ Ｂ ）原子を引き抜いて（A）が再生し、（ エ ）反応が進行する。この

結果、得られる付加生成物は求電子付加反応の時の生成物と(e)（同じである・異性体の関係にある・同じでも異性体でもない）。 
(1) 文中の空欄（ア）〜（エ）にもっともよく当てはまる言葉を下の語群から選んで答えなさい。 
 ア：   イ：   ウ：   エ：   
 
（語群）カタリシス、ヘテロリシス，ホモリシス、ヒドロリシス，開始，併発，進行、逆行、連鎖、停止、協奏 
 
(2) 文中の空欄（Ａ）および（Ｂ）にもっともよく当てはまる化学式を答えなさい。（Ａ）      （Ｂ） 
 
(3) 下線部 (a) に関連して、文中に現れるもの以外の開始剤の例を一つ挙げ、それが引き起こす反応を化学反応式で答えなさ

い。 
 
 

(4) 下線部 (b)〜(d) の変化を化学反応式で答えなさい。 
(b) 
 
 
(c) 
 
 
(d) 
 
 
 (5) 下線部 (e) のカッコ内の用語のうち最も適当なものを○で囲みなさい。 
 
第４問 次の各問に答えなさい。(10) 
(1) 次の 4-ニトロフェノールの共鳴式の空白部分に適当な限界構造式を描き、完成させなさい。 

 
 

 

 

 

(2) 4-ニトロフェノールに関する次の記述は正しいか？正しければ○を

つけ、正しくない場合にはその理由を下に答えなさい。 

4-ニトロフェノールはフェノールよりも酸性が弱い。なぜなら、上の共鳴式からわかる 

ように、フェノールには存在しないＡのような限界構造式の寄与があるために電子の非 

局在化が顕著になり、フェノールに比べて酸が安定になっているからである。  
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第５問 (R)-乳酸の 1.0 g/mL 溶液の旋光度θ0をある条件で測定したところ、-2.60°だった。旋光度は

常に同じ条件で測定するものとして、次の各問いに答えなさい。計算の過程も記すこと。(10) 

(1) (R)-乳酸と(S)-乳酸の９：１の混合物の 1.0 g/mL溶液の旋光度θはいくらか。 
 
 
 
 
(2) (R)-乳酸と(S)-乳酸の別の混合物の 1.0 g/mL溶液の旋光度θを測定したところ、+1.04°だった。このとき、混合物中の(R)-乳酸
と(S)-乳酸の割合はいくらか。 
 
 
 
 
第６問 次の２つの反応の主生成物が異なる理由を、それぞれの反応機構・遷移状態・反応中間体に言及しながら説明しなさい。

(12) 

 

 
 
 

 

第７問 次の各反応の主生成物を立体化学がわかるように答えなさい。鏡像異性体が生成する場合にはすべて答えること。(15) 
 

 

  Fischer投影式（回答も Fisher投影式を用いること） 
 

 
 

 

（Fisher投影式を用いて回答するのがよい） 
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